
GSJ 地質ニュース Vol. 12  No. 6（2023 年 6 月）          161

大野　良和 1）・井口　亮 2）3）・飯島　真理子 2）・安元　剛 1）・鈴木　淳 2）3）

※本稿は，北里大学と産業技術総合研究所が 2022 年 7 月に共同で行ったプレス発表に加筆したものです．

１．はじめに

2021 年 8 月 13 日に福徳岡ノ場の海底火山が大噴火し

（産総研地質調査総合センター， 2022），その際に生じた大

量の軽石は約 1,400 km の距離をおおよそ 2 カ月間かけて

漂流後，南西諸島沿岸に次々と漂着しました（第 1 図）．サ

ンゴ礁が広がる沖縄の沿岸が軽石で埋め尽くされることは

稀な現象で，当時は沢山のメディアで報道されました．

大量の軽石が大きな集団となって海面を漂う様子は，筏

（raft）のようであることから，海外では軽石ラフト（pumice 

raft）と呼ばれます．南太平洋のトンガでは度々海底火山

が噴火し，軽石ラフトが形成されています．これまでの

軽石に関する研究では，軽石ラフトの形成・漂流メカニ

ズムのみならず（Jutzeler et al. , 2020），実は軽石と生物多

様性との関連についても議論がされてきました（Bryan et 

大量の軽石漂着が沿岸生物に与える影響
―軽石漂着が始まった直後の記録―

al. , 2004）．海外の研究報告では，軽石表面にはフジツボ

の仲間のエボシガイや藻類など，多様な生物種が生息して

いることから，軽石が海洋生物の多様性形成に貢献する役

割について注目されてきたのです．運よく軽石に付着でき

た生物は，軽石と共に漂流し，長距離を移動できることに

なるため，海洋生物の分散が促進されることになります．

オーストラリアの研究事例では，軽石表面にサンゴが付着

している様子も記録され，グレートバリアリーフのサンゴ

礁生態系の維持に貢献しているとも議論されてきました

（Bryan et al. , 2012）．

２．プロジェクトの概要
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第１図　福徳岡ノ場と沖縄島北部の調査地の位置関係
　　　　a. 沖縄島と福徳岡ノ場の位置関係で，11 月 5 日の黒潮海流の蛇行の様子は青矢印で示した．
   　　　 b. 沖縄島の全体図を示した．
　　　　c. 沖縄県国頭郡国頭村の調査地を示しており，名護市に位置する大浦湾のさらに北になる．
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ループは，福徳岡ノ場の海底火山に由来する大量の軽石

が，海洋生物に与える影響について調査を行いました．そ

のきっかけは，2021 年 10 月 17 日に沖縄島北部の海岸を

通りかかった研究メンバーの一人が，偶然，沖合に軽石ラ

フトを発見したことが始まりでした．当時は軽石に関する

報道は少なく，当初は海の上を浮かぶ茶色の帯の正体は，

軽石であるかも分かりませんでした．造礁サンゴの一斉産

卵期にしては時期が遅く（沖縄島では通常 6 月頃），海藻の

枯死にも見えなかったので，不思議に思いながら，沿岸の

様子を撮影しました（第 2 図）．翌週に沖縄島北部の沿岸

を確認しに行くと，沢山の灰色の小さな石が沿岸に打ちあ

がっており，それが軽石であったことが分かりました．沖

縄島沿岸でどのように軽石ラフトが漂着し，移動していく

か等，漂着直後は予想ができなかったため，まずは沖縄島

北部の沿岸で軽石が漂着する様子を写真として記録するこ

とにしました（第 3 図）．
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第 2 図　漂着直前の軽石ラフト
　　　　 2021 年 10 月 17 日にアダンビーチ（国頭郡国頭村）で撮影した．リーフの白波とは別に，軽石ラフトが茶色の

帯となって見える．

第 3 図　漂着直後の軽石ラフト
　　　　佐手海岸で定点撮影を行った．風向きの影響により，大量の軽石が短い間で漂着と離岸をしている様子を撮影した．
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調査を進めていくと，沖縄島北部沿岸のいくつかの地点

で，沢山の軽石漂着が見られることが分かってきました．

軽石漂着量があまりにも多いことから，おそらく沿岸の海

洋生物にも何らかの影響が出ていると考えるようになりま

した．本研究プロジェクトメンバーの全員が沖縄の造礁サ

ンゴを研究対象としていたことから，まずはサンゴを含む

沿岸の海洋生物への影響に着目して研究を進めることにし

ました．しかし次第に，サンゴ礁以外の沿岸生態系にも影

響が生じうる可能性が明らかとなってきました．

３．成果の概要

2021 年に世界自然遺産に登録された沖縄県北部「やん

ばる国立公園」の沿岸域を調査地とし，大量の軽石が沿岸

生物に与える影響について，はじめて報告しました．軽石

は生態系維持に貢献すると，前述の海外の先行研究の紹介

で触れましたが，大量の軽石が一度に沿岸に漂着してしま

うと，一部の生物には負の影響が出ていることを明らかに

しました．

具体的には，波打ち際のサンゴに軽石が当たり，何かし

らの物的な損傷を与えている様子も水中撮影で記録するこ

とができました（第 4 図）．幸いなことに，軽石の影響で

造礁サンゴが大きな被害を受けたことは現在まで報告され

ていません．大潮と風の影響により，マングローブ干潟に

も大量の軽石が流れ込みました．小さな軽石で覆われてし

まった干潟では，シオマネキの巣穴が塞がってしまい（第

5 図），個体間で競争が起こっている様子も報告しました．

調査開始直後では生物付着は見られませんでしたが，波打

ち際では，エボシガイが軽石に付着し始め徐々に大きく

なっていった様子から，軽石への明らかな生物付着は沖縄

周辺で始まったことも明らかにできました (第 6図 )．海外

の先行研究において，軽石が島々を経由し，生物付着が進

んだ状態で調べられてきた事例とは異なる観点を，本研究

では見出しました．

沖縄島における軽石漂着は，漁業にも影響を与えました．

漁港が軽石で覆われてしまい，漁船が出航できない状態が

続きました（第 7 図）．軽石が南西諸島に漂着して約 1 年が

経過した時点でも，台風の影響により漁港に再流入するこ

とが報道されています．辺土名漁港の養殖用生け簀ではグ

ルクマと呼ばれるサバ科の魚を養殖していましたが，軽石

を腸内に詰まらせて死亡していることも報告しました．こ
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第 4 図　 波打ち際のサンゴに軽石が当たっている様子（2021 年 11 月
4 日に撮影）

第 5 図　 軽石で巣穴が塞がってしまい，オキナワハクセン
シオマネキが衰弱してしまっている様子

第 6 図　軽石表面に生物が付着している様子
　　　　左：エボシガイ　右：コケムシの一種
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の種の魚は餌食をする際に口を大きく開けて濾過採食を行

うため，呼吸や餌食を行う際に，軽石をうまく排出できな

いことも考察しました．

４．今後の展望

軽石ラフトは，現在は噴火場所から約 3,000 km 離れた

タイまで漂着したことも報告されています（Yoshida et al. , 

2022）．今回の軽石漂着の軌跡を追うことで，日本海域周

辺の生物分散の様子についても議論することができるかも

しれません．

軽石漂着は自然現象であり，太古から続く地球の営みで

繰り返されてきました．軽石が形成される際は，爆発的な

ba
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噴火により噴出したマグマが急冷される必要があります．

ガス成分を多く含むマグマが急冷すると発泡しながら固化

し（第 8 図），軽石の表面積はとても大きくなります．興味

深いことに，泡構造の中の微小環境で生命が誕生したとい

う仮説もあり（Brasier et al. , 2011），生物多様性の観点か

ら軽石を研究するモチベーションにもなりました．本研究

では，ある種のバクテリアが表面を覆っていると考え細胞

の核染色を試みたのですが，残念ながら可視化はできませ

んでした．噴火直後の軽石は海水との反応性が高いと考え

ており，時系列的に，軽石表面ではどのように生物付着が

進んでいくのか，今後の研究によって明らかになることが

期待されます．

第 7 図　港が軽石で覆われてしまった様子（2021 年 10 月 24 日に撮影）
　　　　a. 安田漁港  b.  奥港　

第 8 図　軽石の表面構造
　　　　a. 軽石の立体画像  b. 図 a の中心部を拡大したもので，沢山の泡や繊維状の構造が観察できる．
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